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真山茂樹 :"Phycological Research"新学名登録のための

認定雑誌 となる

国際植物命名規約のもとに2000年l月IEIから施行

される新学名の鐙録制度については，fl.楽類J46巻l号
に吉田忠生前会長によってそのあらましが述べられた

ので，内容をご承知の会員も多いことと思われる。こ

の制度が始まると，新分類群の名前，代替名，新組合

わせ，位置の変更の一覧表を図|祭椴物分類学迎合

(Inlernalional Association For Plant Taxonomy: IAPT)の

World Wid巴Webのデータベースや2年ごとに発行され

るリストまたはCD-ROMを通じて見ることが1:1:¥来る よ

うになり，学名と関わりを持っすべての関係者に利益

が生じるものと思われる。

新学名の登録方法は1)認定された雑誌や定期]刊行物

で発表するか， 2)それ以外の印刷物で発表した著者自

身が登録センターに登録用紙と別刷りを送付するのど

ちらかである。

日本渓類学会事務局では過去に多くの新学名が学会

誌上で発表されてきたこと を踏ま え，認定雑誌となる

ための i宇l F.í~作業をおこなってき たが，こ のほどベル リ

ンにある国際植物分類学連合の窃務局と Phycological

Researchを認定雑誌とする協定(Journalaccredilaion 

convenlion)を結んだ。協定は I)phycological Researchは

維管束植物および菌類以外の植物 (化石を含む)のす

べての新学名および新組合せに関し，IAPTの登録シス

テムにおける認定資格を得る ，2)日本i来類学会は

Phycological Research /:/:，版後，毎回直ちにベルリンにあ

るIAPTの中央登録事務局に (もしく は，今後の同意

において他の適当な住所に)航空便もしく は他の敏速

な輸送方法で2，111-を送付する， 3)登録される新学名と
新組合せを論文のアブストラク 卜に明白に列挙するこ

とにより，登録係がそれらを見つけることができるよ

うにする。日本i巣立i学会はおiしい植物の学名が明白に

列挙されない場合， IAPTがそれを登録できないこ とを

承諾する，4)日本藻類学会はIAPTにより適正に署名さ

れた協定書の写 しの受領により， 羽i誌の認定資格を公

言する権利を与えられる，の4項目からなっている。

日本藻類学会が協定を結んだこ とに より，今後

Phycological Research誌上において新学名や新組合せ発

表する著者は，自らがIAPTに登録手続きをする煩雑

さから開放されるわけである。ただし，上記協定項目

にもある ように，アブス トラク トに新学名，新組合せ

を明白に列挙しないと，い くら藻類学会が雑誌を登録

事務局に送っても，それらが登録されない事態が起き

てしまう。2000年からは笠録された日がその学名の有

効出版の日付となるので，登録されなかった場合は一

大事となる。新学名，新組合せを PhycologicalResearch 

で発表する著者は，それらのアブスト ラクトへの列挙

を決して忘れることのないようにしたい。

(学会庶務幹事)

学会・シンポジウム情報
1999年6月22日ー25日:第2回アジア太平洋藻類フォラ 議 8thInternational Conference on Applied Algology 

ム (8th [CAA)， Monl巴catiniTelln巴(ilaly)，連絡先 Prof.Mario 

Second Asian Pacific Phycological Forum，Th巴 Chinese Tr巴dici，Diparlim巴JllOdi Scienze e T巴cnologi巴Alim巴nlane 

Universiry of Hong Kong， Shalin， N.T. Hong Kong SAR， Microbiologiche -Universila di Firenze P.le delle Cascine， 

China (詳しくは 45(3)号の案内をご覧下さい 27;[-50144 Firenze， haly Tel: + 39 55 3288306; Fax: + 39 

1999年9月20日-26日:第2回ヨーロ ッパ藻学会議

The Second Euro院副1PhycologiαICongress (EPC 2)， Mont民aUm

Temle (llaly)連絡先 Prof.Francesco Cin巴lliDip叫 mentodi

Scienze dell'Uomo巴deUAmbienle -Universita di Pisa Via A. Volla， 

6; 1-56126 Pisa， haly 

T巴1:+ 39 50 23054; Fax: + 39 50 49694，e-mail: cinelli 

@discal.unipi.il (llle firsl circular wiU be mailed in May 1998.) 

1999年9月26日ー10月1日:第8回国際応用藻学会

55 330431; e-mail: lredici@csma.日cnr.il

1999年8月1日ー7日:第 16回国際植物会議 XVI

Jntemalional Botanical Congress(SL Louis， U.S.Aふ 連絡

先 :S巴crelaryGeneral， XVI IBC， c/o Missouri Botanical 

Gard巴n，P.O. Box 299， SL LOllis， Missollri 63166-0299， USA 

FAX: (01) 314・577-9589ore-mail: ibcl6@moboLorg， You 

may also consult lhe Web sile for more det.ailed infonnation 

and 10 register. The address is: hltp://www.ibc99.org 詳

しくは45(3)号の案内をご覧下さい)




